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はじめに 

マサバ（Scomber japonicus）はゴマサバ（Scomber 

australasicus）とともに神奈川県の沿岸から沖合で

主に火光利用さば漁業、定置網漁業及び一本釣り漁業

で漁獲され、2010年度における神奈川県の海面漁業生

産量の16.8％、海面漁業生産額の5.0％を占める重要

な魚種となっている１）。本種は、1960年代から1970年

代の伊豆諸島海域における火光利用漁業で多獲された

が、近年、その漁獲量は減少し、本県では相対的に沿

岸域における漁獲割合が増加している。沿岸域におい

て一本釣りで漁獲されるマサバを高鮮度で出荷し、ブ

ランド化を行っている地域もあり、こうした取り組み

は県下各地に広まりつつある。そのため、マサバは沿

岸漁業の主要な対象種として、今後さらに重要性が増

すと思われる。本県は1969年以来、東京都、千葉県、

静岡県と共同で伊豆諸島海域に来遊するマサバの資源

調査を継続して実施してきた。これらの試験研究成果

はマサバ太平洋系群の資源評価のほか、マサバ太平洋

系群の資源回復に向けた取り組みの進展にも寄与して

きた。 

本県沿岸域に来遊するマサバは太平洋系群に属して

いる。成魚は産卵期に伊豆諸島海域へ集郡し、そこへ

黒潮系暖水が波及することにより、産卵を終えていな

いマサバも含めて北上回遊を開始し、夏から冬季には

三陸から北海道沖へ索餌回遊する２，３）。標識放流調査

の結果などから、本県の沿岸域に来遊する魚群は４）、

これら北上する成魚群の一部であると考えられてきた
５）。しかし、太平洋系群の資源量と沿岸域への来遊量

の関係や、来遊の多寡を決める要因については不明な

点が多い。本県沿岸域へのマサバの来遊機構の解明は、

マサバ資源を積極的に活用した沿岸漁業の活性化を促進

するための漁況予測や、資源管理につながる重要な課題

である。 

本研究では、本県沿岸域へのマサバ来遊機構を解明す

るために、マサバ太平洋系群の資源量と本県沿岸域にお

ける定置網漁業でのマサバ漁獲量の年変動の関係につい

て検討し、さらに、北上回遊の時期における伊豆諸島海

域から沿岸域に至る海域の表層水温の分布状況と、本県

沿岸域へのマサバ来遊状況の関係についても検討した。 

なお、本報告には我が国周辺水域資源評価等推進委託

事業により得られた資料が含まれる。 

 

材料及び方法 

（１）マサバ太平洋系群の資源量と本県沿岸域における 

定置網漁業でのマサバ漁獲量の年変動 

1997年から2013年現在までのマサバ太平洋系群の資源

量について、水産庁が公表しているマサバ太平洋系群の

資源評価６）を用いた。 

定置網での漁獲物の種類や漁獲量は、接岸群の実態を

反映しているとされる７）。そこで、ゴマサバと分けてマ

サバの漁獲量が集計されている相模湾東部の大型定置網

1ヶ統（以下、Ａ定置網漁場と記す）を選定し、1997年

から2013年のマサバの年別漁獲量を漁獲管理情報処理シ

ステムから算出して、本県沿岸域への年ごとの来遊量の

指標とし、Ａ定置網漁場のマサバの年間漁獲量とマサバ

太平洋系群の資源量の年変動を比較し、両者の関係を検

討した。 

（２）マサバの北上回遊期間における大室出しから沿岸

域に至る海域の表層水温の分布状況とマサバの来遊状況 

伊豆諸島海域から本県沿岸域へ浮魚が来遊する要因と
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して、マイワシでは黒潮系暖水の波及が影響している

可能性が指摘されている８）。本研究では、北上回遊を

控えた産卵親魚が集群する伊豆諸島海域への暖水波及

が長じて本県沿岸域まで及んだ場合に、マサバの来遊

を促すかを、以下の方法で検討した。ここでの解析期

間は、マサバ太平洋系群の資源量が回復し、伊豆諸島

海域でマサバ主体の漁場が形成されるようになった

2006年から2013年とした。 

 

１）北上回遊期間の推定 

マサバは産卵期の終盤に、大島の南約20kmに位置す

る大室出し海域（図１）で集群し、産卵に適する表層

水温は18～20℃であるとされている９）。このことから、

同海域から魚群が移出する期間を規定するため、一都

三県漁海況速報及び関東・東海海況速報を用いて大室

出し海域の200mの等深線に囲まれた範囲の表層水温が

20℃以上となった日を北上回遊開始日とし、その後、

魚群が散逸してたもすくい漁業によるマサバ漁が終了

した日を北上回遊終了日とした10,11､12,13,14,15,16,17）。そし

て、これら北上回遊開始日から北上回遊終了日までの

期間を北上回遊期間とした。 

 
図1 大室出しと相模湾東部大型定置網漁場の位置 

 

２）表層水温差指数 

次に、北上回遊期間の伊豆諸島海域から本県沿岸域

方向にかけての表層水温の分布状況を、一都三県漁海

況速報により把握した。海況図上で大室出し海域から

相模湾内の北緯34度線へ至る間に、等温線と交差する

回数が最小となる曲線を描き、期間中の交差回数の日平

均を表層水温差指数とした（図２）。なお、表層水温差

指数は大室出しから本県沿岸域への経路における水温変

化の状況を示し、値が低いほど大室出しと本県沿岸域の

表層水温差が小さいことを示す。 

  
図２ 等温線交差回数の計数例 

大室出し海域から相模湾内の北緯34度線まで等温線と交

差する回数が最少となる経路(矢印)が等温線と交差する

回数の計数例（左は1回、右は3回） 

 

３）来遊魚群量指数 

2006年から2013年における本県沿岸域へのマサバの来

遊状況の指標については、相模湾東部のＡ定置網漁場に、

2002年以降のマサバの漁獲データが集積されている3ヶ

統を加えた4ヶ統の大型定置網漁場におけるマサバの漁

獲量を利用した。漁獲管理情報処理システムから集計し

た年間漁獲量を、各年のマサバ太平洋系群の資源量で除

して来遊魚群量指数を求めた。各年における表層水温差

指数と比較し、両者の関係を検討した。 

 

結  果 

（１）マサバ太平洋系群の資源量とA定置網漁獲量の年

変動 

 1997年から2013年のマサバ太平洋系群の資源量は、

1997年は60万tを超えたが、1998年から2003年は30万tを

割り込んだ。その後、回復に転じ、2004年から 2009年

は概ね60万tから90万tの水準で推移した。2010年以降は

さらに増加し、2013年には167万tとなった。一方、Ａ定

置網漁場におけるマサバの年間漁獲量は、1997年から

2002年は1998年を除いて200tを下回ったが、2003年から

は増加に転じ、2008年には1,088tとなり、ピークを迎え

た。その後、減少に転じ、2013年は374tとなった（図

３）。 

等温線交差回数１回 等温線交差回数３回 
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マサバ太平洋系群の資源量とＡ定置網漁場における

マサバの年間漁獲量の関係は、1997年から2013年にお

ける両者の相関係数は0.363であり、相関は低かった。

一方で、1997年から2007年は両者の経年変化は概ね一

致しており、同期間における両者の相関係数は0.773

と正の相関関係がみられた。また、2008年から2013年

は両者の経年変化は逆相関を示しており、同期間にお

ける両者の相関係数は-0.794と強い負の相関関係がみ

られた。 

 

図３ マサバ太平洋系群資源量とＡ定置網漁場のマサ

バ年間漁獲量の推移 
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図４ 来遊魚群量指数と表層水温差指数の関係 

 

(２)北上回遊期間の表層水温指数と来遊魚群指数の関

係 

 2006年から2013年における北上回遊開始日は、４月

下旬から６月上旬であった。北上回遊終了日は大半が５

月下旬であり、2007年のみ６月下旬であった。北上回遊

期間は最小で９日間、最大で40日間と４倍以上の差がみ

られた。表層水温差指数については、最小で0.258、最

大で1.600であった。マサバ太平洋系群の資源量は近年

増加傾向にあるが、相模湾東部大型定置網４ヶ統のマサ

バ漁獲量は横ばい若しくは減少傾向にあり、来遊魚群量

指数についても同様の傾向がみられた（表１）。 

表層水温差指数と来遊魚群量指数の関係は、指数関数

y=0.0534x-0.948、(決定係数：0.4937)で近示された（図

４）。 

 

考  察 

マサバ太平洋系群の資源量とＡ定置網漁場のマサバの

年間漁獲量の関係をみると、1997年から2007年は両者の

相関係数は0.773と正の相関関係がみられたが、2008年

から2013年は-0.794と強い負の相関関係がみられた。ま

た、1997年から2013年の両者の相関係数は0.363であり、

相関は低かった。マサバ太平洋系群の資源量は、近年、

回復傾向を示しているが、Ａ定置網漁場の漁獲量との相

関は低く、資源量が多いと本県沿岸域へのマサバの来遊

量が増加するという、単純な関係ではなかった。本県沿

岸域におけるマサバの来遊量の変動は、マサバ太平洋系

群の資源量以外に、来遊量を決める要因が存在すること

が示唆された。 

マサバの北上回遊期における、大室出しから本県沿岸

域に至る海域の表層水温の分布状況を数値化した表層水

温差指数と、マサバ太平洋系群の資源量と相模湾東部大

型定置網4ヶ統の漁獲量との関係である来遊魚群量指数

には、一定の負の相関が見られた。このことは、大室出

しから本県沿岸域の表層水温分布が本県沿岸域へのマサ

バの来遊量を決める要因の一つである可能性を示唆して

いる。大室出しと本県沿岸域の表層水温の差が小さくな

る要因は、黒潮からの暖水波及と考えられる事例が散見

された。このことから、暖水波及による大室出しから本

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
マサバ太平洋系群
資源量(千ｔ)

746 565 513 665 888 1,038 1,089 1,666

相模湾東部大型
定置網4ヶ統漁獲量(t)

1,234 854 1,723 1,062 857 313 516 544

来遊魚群量指数 0.165 0.151 0.336 0.160 0.096 0.030 0.047 0.033
北上回遊開始日 4/27 6/1 4/22 4/21 5/21 5/22 4/25 5/8
北上回遊終了日 5/31 6/30 5/31 5/31 5/31 5/31 5/31 5/20
北上回遊期間(日) 34 29 39 40 10 9 36 12
表層水温差指数 0.258 0.333 0.450 0.658 0.364 1.222 0.459 1.636

表1　本県沿岸域へのマサバの来遊に関係する各数値
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県沿岸域に至る表面水温勾配が来遊に影響を与える要

因の一つであると考えられた。 

マサバの本県沿岸域への来遊の仕組みを明らかにし、

漁況予測や資源管理に活用することが最終的な目標で

あるが、そのためには鉛直方向の水温分布や塩分等の

表層水温以外の海況条件、餌料の分布状況等について

も今後検討する必要がある。 
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